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※観測：紋別市 ※分析：（株）エコニクス

◎水温 （0～9mまでの平均値） ◎塩分 （0～9mまでの平均値） ◎Chl. a （0～9mまでの平均値） ◎動物プランクトン・沈殿量

平均水温
（℃）
平均塩分
（PSU）
平均Chl.a
（μg/ℓ）

沈殿量

主な出現種

○Fritillaria borealis  f. typica [+]◆

   (尾虫類：ｷﾀｻｲﾂﾞﾁﾎﾞﾔ)[冷水性]

※海洋環境データ欄の水温、塩分、Chl.aのグラフは、水深0～9mまでの平均値をプロットしたものである。平均水温、平均塩分、平均Chl.a欄の数値は、表示の都合上、水深0～9mまでの平均値を小数第2位で四捨五入した値で示し、グラフ上の表示と異なる場合がある。

※種名の先頭に“◎”がつく種類は、出現量の多い種類を示す。[ ]内の“+”は分析者の経験から、サンプル中の個体数の多さが後述の程度であると判断し、区分したグループである（[+]出現、[++]やや多い、[+++]多い、[++++]かなり多い、[+++++]極めて多い）。

※種名の後ろの記号は、分析者の経験から北海道における出現傾向に後述の特徴があると判断し、区分したグループである（◆冷水性種、◆暖水性種、■汽水性種）。

※今月のサンプルには珪藻類（植物プランクトンの仲間）、腐植質（主に枯死・分解した植物由来の物質）が多く含まれており、沈殿量の数値はこれを含む。

※沈殿量欄の“0.0”は、計測値を1立方メートル濾水量換算の上、小数点第２位で四捨五入した結果、“0.0（ml/m3）”となったことを示す。
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◎Copepoda (nauplius) [++]

◎Clausocalanus pergens [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｸﾗｳｿｶﾗﾇｽ･ﾍﾟﾙｼﾞｪﾝｽ)[暖水性]

○Podon polyphemoides [+]◆

   (枝角類：ｺｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

○Clausocalanus pergens [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｸﾗｳｿｶﾗﾇｽ･ﾍﾟﾙｼﾞｪﾝｽ)[暖水性]

○Triconia borealis [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ﾄﾘｺﾆｱ･ﾎﾞﾚｱﾘｽ)[冷水性]

◎Paracalanus parvus  s. l. [+++++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｺﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

○Fritillaria borealis  f. typica [+]◆

   (尾虫類：ｷﾀｻｲﾂﾞﾁﾎﾞﾔ)[冷水性]

○Pseudocalanus newmani [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ｽﾃｳｴﾘ)[暖水性]

（北原式定量ネット）

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾊﾄﾞｿﾆｶ)[汽水性]

○Calanus pacificus  [+]◆

◎Acartia hudsonica [++]■

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾊﾄﾞｿﾆｶ)[汽水性]

（北原式定量ネット）

○Acartia omorii [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ﾎｿﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]    (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾏｽ･ﾏﾘﾇｽ)[汽水性]   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾊﾟｼﾌｨｶ)[汽水性]

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾏｽ･ﾏﾘﾇｽ)[汽水性]

◎Oithona similis [+++]

   (ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ)

○Pseudodiaptomus marinus [+]■

○Acartia steueri [+]◆

○Eurytemora pacifica [+]■

○Acartia longiremis [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾛﾝｷﾞﾚﾐｽ)[冷水性]

0.71.1

◎Acartia hudsonica [++]■

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾊﾄﾞｿﾆｶ)[汽水性]

◎Acartia hudsonica [++]■ ○Paracalanus parvus  s. l. [+]◆

◎Pseudodiaptomus marinus [++]■

（NORPACネット）

（北原式定量ネット）

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾊﾄﾞｿﾆｶ)[汽水性]

（NORPACネット）

○Acartia steueri [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ｽﾃｳｴﾘ)[暖水性]

○Fritillaria borealis  f. typica [+]◆

   (尾虫類：ｷﾀｻｲﾂﾞﾁﾎﾞﾔ)[冷水性]   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ｽﾃｳｴﾘ)[暖水性]

○Acartia steueri [+]◆

○Eurytemora pacifica [+]■

   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾊﾟｼﾌｨｶ)[汽水性]

○Acartia hudsonica [+]■

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾊﾄﾞｿﾆｶ)[汽水性]

○Pseudevadne tergestina  [+]◆

   (枝角類：ﾄｹﾞﾅｼｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

   (枝角類：ｺｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

○Paracalanus parvus  s. l. [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｺﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

2.5

   (ｶｲｱｼ類：ｺﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

0.0

0.5（北原式定量ネット）

（NORPACネット）

（北原式定量ネット）

   (ｶｲｱｼ類：ﾎｿﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]    (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾏｽ･ﾏﾘﾇｽ)[汽水性]

（NORPACネット） （NORPACネット） （NORPACネット）

○Calanus pacificus  [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｶﾗﾇｽ･ﾊﾟｼﾌｨｶｽ)[暖水性]

◎オホーツクタワーの動物プランクトン分析速報（2022年11月）

海洋環境データ 動物プランクトンデータ

概　　要 出現量の多かった種類

12.0 8.8 8.3

33.3 32.1 32.6

11月8日 11月19日 11月28日

（ml/m3）

○Acartia omorii [+]◆ ◎Podon polyphemoides [++]◆

0.2

1.0

0.5

備考

   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

○Pseudocalanus newmani [+]◆

○Penilia avirostris  [+]◆

   (枝角類：ｳｽｶﾜﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

○Acartia omorii [+]◆

◎Clausocalanus pergens [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｸﾗｳｿｶﾗﾇｽ･ﾍﾟﾙｼﾞｪﾝｽ)[暖水性]

◎Paracalanus parvus  s. l. [+++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｺﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

◎Acartia hudsonica [++]■

   (ｶｲｱｼ類：ﾎｿﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

○Pseudevadne tergestina  [+]◆

○Acartia steueri [+]◆

0.1

   (ｶｲｱｼ類：ｶﾗﾇｽ･ﾊﾟｼﾌｨｶｽ)[暖水性]

（北原式定量ネット）
－
珪藻やや多い

   (枝角類：ﾄｹﾞﾅｼｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

腐植質やや多い
腐植質多い

   (ｶｲｱｼ類：ﾗﾋﾞﾄﾞｹﾗ･ﾔﾎﾟﾆｶ)[暖水性]

○Labidocera japonica [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

（NORPACネット）
（北原式定量ネット）

（NORPACネット）
（北原式定量ネット）

－
腐植質多い

（NORPACネット）

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

○Pseudodiaptomus marinus [+]■

○Eurytemora herdmani [+]◆■

   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)[冷水性/汽水性]

（北原式定量ネット）
◎Paracalanus parvus  s. l. [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾏｽ･ﾏﾘﾇｽ)[汽水性]

○Acartia hudsonica [+]■

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾊﾄﾞｿﾆｶ)[汽水性]   (ｶｲｱｼ類：ｺﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

○Centropages maigo [+]■

   (ｶｲｱｼ類：ｾﾝﾄﾛﾊﾟｼﾞｪｽ･ﾏｲｺﾞ)[汽水性]

   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)    (ｶｲｱｼ類：ｵﾝｹｱ･ﾊﾞﾙﾃﾞﾏﾘ)

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾛﾝｷﾞﾚﾐｽ)[冷水性]

○Acartia longiremis [+]◆

○Pseudocalanus newmani [+]◆

○Calanus pacificus  [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ)

   (ｶｲｱｼ類：ｸﾗｳｿｶﾗﾇｽ･ﾍﾟﾙｼﾞｪﾝｽ)[暖水性]   (ｶｲｱｼ類：ｶﾗﾇｽ･ﾊﾟｼﾌｨｶｽ)[暖水性]

○Oncaea waldemari [+]

○Pseudodiaptomus marinus [+]■

◎Copepoda (nauplius) [++] ○Clausocalanus pergens [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ｽﾃｳｴﾘ)[暖水性]    (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ｽﾃｳｴﾘ)[暖水性]

◎Oithona similis [+++] ○Acartia steueri [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

○Triconia borealis [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ﾄﾘｺﾆｱ･ﾎﾞﾚｱﾘｽ)[冷水性]

○Eurytemora pacifica [+]■

◎Oithona similis [++++]

   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾊﾟｼﾌｨｶ)[汽水性]

   (ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ)

◎Paracalanus parvus  s. l. [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｺﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

○Fritillaria borealis  f. typica [+]◆

   (尾虫類：ｷﾀｻｲﾂﾞﾁﾎﾞﾔ)[冷水性]

○Pseudocalanus newmani [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

◎Copepoda (nauplius) [+++]

   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

○Pseudodiaptomus marinus [+]■

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾏｽ･ﾏﾘﾇｽ)[汽水性]
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●Copepoda (nauplius)
（ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生）

カイアシ類の発生途中の幼生。脱皮を繰り返してノープリウス幼

生、コペポダイト幼生の段階を経て成体になる。海産魚類の仔魚

生残には、餌としてのカイアシ類のノープリウス幼生密度が決定

的といわれている。

●Paracalanus parvus s. l. ◆
（ｶｲｱｼ類：ｺﾋｹﾞﾐｼﾞﾝｺ）

体長：♀0.8-1.0mm、♂0.7-1.0mm。全世界の沿岸域表層。日

本では各地沿岸に分布するカラヌス目優占種の1種で、本州中部

では春に、東北以北では夏に多くなる。

●Podon polyphemoides ◆

（枝角類：ｺｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ）
体長：♀0.2-0.6mm、♂.04-0.7mm。日本では太平洋、日本

海沿岸部、瀬戸内海に分布する。体は小型で丸っこい形をし、体

に対して大きな眼をもっている。育房は普通球形または半球状

で、頭部との間がくびれることが特徴である。

●Acartia hudsonica ■
（ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾊﾄﾞｿﾆｶ）

体長：♀0.8-1.2mm、♂0.7-1.0mm。北米東岸、北岸および九

州以北の北西太平洋沿岸、内湾、汽水域に分布する。日本では内

湾か汽水域に分布が限られる。

●Clausocalanus pergens ◆
（ｶｲｱｼ類：ｸﾗｳｿｶﾗﾇｽ･ﾍﾟﾙｼﾞｪﾝｽ）

体長：♀0.7-1.1mm、♂0.5-0.7mm。世界の温帯および西太平

洋赤道域に分布する。暖海、外洋性。

●Pseudodiaptomus marinus ■
（ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾏｽ･ﾏﾘﾇｽ）

体長：♀1.3-1.6mm、♂1.0-1.3mm。インド・西太平洋に分

布する。日本では南西諸島を除く各地の沿岸・内湾域に出現す

る。

●Oithona similis
（ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ）

体長：♀0.7-1.0mm、♂0.6-0.7mm。各地の内湾、沿岸、外

洋で普通に出現。日本各地の沿岸にみられる代表的な種類。各大

洋に多く分布するが、比較的冷水を好み、外洋より沿岸に多い。


